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我が国の現行の新型インフルエンザの被害想定
（新型インフルエンザ等対策政府行動計画）

被害想定 09年パンデミック
（日本）（※6）

罹患者 全人口の最大25％（約3,200万人）（※1）

流行期間（約8週間）にピークを作り順次罹患

約2,000万人

医療機関
受診者

約1,300万人－約2,500万人（※2） 約2,000万人
(ただし季節性インフルエンザ
患者を含む)

致命率
（人口100人対）

0.53％（中等度） (※3) 2.0％（重度）（※4) 0.00016（人口100人対）
0.16（人口10万対）

入院
患者

約53万人（中等度）(※3)

最大入院患者：10.1万人/日
約200万人（重度）(※4)

最大入院患者：39.9万人/日

約1.8万人

死亡者 約17万人（中等度）(※3) 約64万人（重度）(※4) 203人

欠勤 従業員の最大5％程度（ピーク時約2週間（※5））
※ピーク時に家族の世話や看護などのため出勤が困難と

なる者は、従業員の最大40%程度
※1 The 7th European meeting of Influenza and its Prevention, 1993 
※2 米国CDC モデル Flu Aid 2.0
※3 米国CDC モデル Flu Aid 2.0、アジアインフルエンザ（1957-58)並の疫学的に中等度の

シナリオを想定
※4 米国CDC モデル Flu Aid 2.0、スペインインフルエンザ（1918-19)並の疫学的に重度の

シナリオを想定
※5 米国・カナダの行動計画においてピークは2週間としていることを参考とした

※6 感染症発生動向調査、厚生労働省

3

科学的知見や過去に世界で大流行したインフルエンザ（スペインインフルエンザ、アジア

インフルエンザ）のデータ（致命率等）を参考に、一つの例として想定した。





過去の新型インフルエンザの特徴

参考：
WHO : Pandemic Influenza Risk Management  WHO Interim Guidance, 2013

パンデミック発
生年・名称

発生源 ウイルス
亜型
（由来動物）

基本再
生産数
（推計）

致命率
（推計）

全世界に
おける超
過死亡者
数
（推計）

最も被害
の大き
かった年
齢層

1918年
スペインインフル
エンザ

不明 Ｈ１Ｎ１
（不明）

1.2‐3.0 2‐3％ 2,000‐
5,000
万人

若年層

1957‐58年
アジアインフル
エンザ

中国
南部

Ｈ２Ｎ２
（鳥由来）

1.5 ＜0.2％ 100‐400
万人

全年齢層

1968‐69年
ホンコンインフル
エンザ

中国
南部

Ｈ３Ｎ２
（鳥由来）

1.3‐1.6 <0.2％ 100‐400
万人

全年齢層

2009‐2010年
インフルエンザ
A(H1N1)2009

北アメ
リカ

Ｈ１Ｎ１
（豚由来）

1.1‐1.8 0.02％ 100,000‐
400,000
人

小児
若年層
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